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１． プロジェクトの目的 
缶サット計画は、缶サットという競技を通して、考案、設計、製作、打ち上げ、稼働などの宇宙開発の基礎を

学習することを第一の目的としており、缶サットは実際に宇宙に行くことはありませんが宇宙につながるプロジ

ェクトを目指しています。また国内で最大級の缶サットの大会である。能代宇宙イベントへの出場を視野に入れ

て活動しています。 
 

 
２．活動状況 
（１）世界スカウトジャンボリー１年前イベントの準備 
  ６月、７月は世界スカウトジャンボリー１年前イベントにおもしろプロジェクトのブースを出展するため

に準備をしてきました。ペットボトルを使った飛翔体や紙で作るブーメランを試行錯誤しながら作りました。

イベント自体は雨天により中止となってしまいましたが、他のイベントで役立てたいと思います。 
  
（２）モデルロケット取扱い講習 
  ８月下旬にモデルロケットの取扱いや基礎学を学びに東京の日本モデルロケット教会まで講習を受けに 
 行きました。そこではロケット設計の基礎やロケット開発の歴史、火薬類取扱法などを学びました。 
 
（３）モデルロケット打ち上げ実習および４級ライセンスの取得 
  講習で学んだモデルロケットの安全な打ち上げ方法で３回確実に打ち上げることができたらライセンスを

取得することができるので、実際にそれぞれ３回打ち上げに成功することができたので無事に４級のライセ

ンスを取得することができました。打ち上げに使ったのはアルファⅢという型で使ったエンジンもＡ型でし

た。それでも８０ｍも上昇します。Ｂ型になると１６０ｍⅭ型は３２０ｍも上昇するのでやはり安全に考慮

して打ち上げることが大切だと思いました。 
 

 
図１.ロケット（アルファⅢ） 
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